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1.　はじめに

集中，つまり注意を乱すものを無視しながら最も重
要な何かに注意を払う能力は，競技者にとって欠くこ
とのできない技能である 1)。Nideff er 2)は，注意を払う
能力を広さ（広い―狭い）と方向（外部―内部）の 2
次元からとらえ，その組み合わせにより注意スタイル
を 4つのタイプに分類した。広さは注意を広くしてい
るか狭くしている（多くの情報を無視する）かであり，
方向は注意の焦点が外的刺激に向いているか，思考や
感情といった内的刺激に向いているかである。
Nideff er 2)はこれら構成概念を測定するために，日常
の経験について尋ねる TAIS（Test of Att entional and 

Interpersonal Style）を開発した。TAISは 17尺度から
構成されており，そのうちの 6尺度が 4つのタイプに
かかわる能力を測定しようとする注意尺度である
（表 1を参照）。注意尺度は大きく 2つに分けられ，BET
尺度，BIT尺度，および NAR尺度は，広い注意ある
いは狭い注意の効果的な使用を，OET尺度，OIT尺度，
RED尺度はそれぞれに，外部情報，内部情報，重要で
ない情報への不適切な注意の焦点化を扱っている 4)。

Williams et al. 5)は，競技種目やポジション，競技中
の瞬間によって必要とされる注意スタイルが異なるこ
とを指摘している。例えば，陸上のスプリント種目や
飛び込み，射撃は狭い注意が求められ，バスケットボー
ルやホッケーは多くの情報をとり扱う広い注意を求め
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られるという。Nideff er 6)はオリンピック選手やエリー
ト選手から得られたデータを用いて判別分析を行い，
クローズドスキルの種目に含まれた選手は有効に注意
を狭くでき（NARの得点が高い），外的な情報によっ
て混乱させられることが少ない（OETの得点が低い）
こと，オープンスキルの種目とチーム種目に含まれた
選手は広く外的な情報をより有効に統合できる（BET
の得点が高い）ことを報告している。また，Maynard 
& Howe 7)はラグビーのハーフバックの選手がそのほ
かのポジションの選手よりも広い外的な注意機能を有
している（BETの得点が高い）こと，重要でない情報
への注意の焦点化がより少ない（REDの得点が低い）
ことを明らかにした。わが国においても同様の研究が
散見され，中島ら 8)は TAISの下位尺度得点をもとに
プロフィールを描き，サッカー選手は BETの得点が最
も高く，長距離選手は内的な情報を広く有効に統合で
きる BITの得点と NARの得点が高いことを見出して
いる。また，越山ら 9)はサッカー選手のポジションと
注意スタイルの関係について検討し，オフェンシブな
選手はディフェンシブな選手と比較して，BITや OET
の得点が高いという結果を得ている。
こうした TAISを用いた研究に対し，近年ではそれ
ぞれの競技種目に応じた TAISの作成が試みられ，技
能水準などとの関連が検討されている。Van Schoyck 
& Grasha 10)はテニス版 TAISである T-TAISの作成を
行い，技能水準との関連を TAISと T-TAISとの間で比
較した。その結果，T-TAISにおいて技能水準との一貫
した関係がみられ，なかでも BET，BITといった注意
尺度における得点は，技能上達との関連が明らかで
あった。また，わが国では杉原・吉田 11)が硬式・軟式
両テニス部員を対象として技能水準との関連を検討
し，T-TAISの技能水準との密接な関連を報告してい

る。これまでの研究をみると，それぞれの種目ごとに
作成された TAISの方が技能水準の予測力が高いとい
える 10,11)。競技中の注意スタイルは競技場面にもとづ
いた方がより適切であるという相互作用の立場からの
主張には説得力がある。しかしながら，先述した研究
に示されているように，日常における注意スタイルが
競技と関連していることも確かである。この点に関し
て Nideff er 6)は，「人はその人の持つパーソナリティの
特徴ゆえに特定のスポーツにひかれ，さもなければ打
ち込むことによってその特徴を伸ばす」と述べている。
そこで本研究では，日常生活における注意スタイルを
取上げ，シングルス・ダブルス志向，前衛・後衛志向
およびピークパフォーマンス（Peak Performance：以
下 PPとする）時の心理状態との関連について検討を
行った。

シングルス・ダブルス志向，前衛・後衛志向との関係

に関する予測

バドミントンに類似した特性をもつ競技にテニスが
ある。両者ともにネットを挟んで対戦相手との利用可
能な資源を活かしたかけひきが求められる。田中 12)は
テニスのプレイスタイルによって注意スタイルに違い
があると考え，T-TAISを用いてプレイスタイルとの関
連を検討した。その結果，男子ではネットプレイヤー
とオールラウンドプレイヤーがベースラインプレイ
ヤーと比較して BETの得点が高く，女子ではオールラ
ウンドプレイヤーがベースラインプレイヤーより BIT
の得点が高いことを見出した。そして，ネットプレイ
ヤーとオールラウンドプレイヤーは自ら攻撃を仕掛け
るプレイスタイルであり，攻撃を仕掛けるためには自
分や他者などに関する分析が必要になるためと考察を
行っている。テニスと同じくバドミントン競技にはシ

表 1 TAISの注意尺度とその意味 3)
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ングルスとダブルスがあり，またより頻繁にプレイを
行う場所がコートの前寄りか後ろ寄りかによって前衛
志向，後衛志向を想定できる。ダブルスではシングル
スと比べシャトルのやりとりが速く，自らを含めると
コート上には 4人が存在し，取り扱う情報量は格段に
多くなる。また前衛志向の者は後衛志向の者と比べ自
ら攻撃を仕掛けることが多く，より効果的なプレイを
行うにはそれぞれに特徴的な注意スタイルがもとめら
れると推測される。こうしたことから，シングルス・
ダブルス志向ではダブルス志向において，また前衛・
後衛志向では前衛志向において，BET，BITとの正の
関連が予測された。

ピークパフォーマンスとの関係に関する予測

注意スタイルとの関連が期待されるのは種目やポジ
ションばかりではない。注意スタイルは競技中の感覚的
な経験にも影響を与えている可能性がある。例えばPP
時には多様な感覚を経験することが報告されているが，
それらを実現させやすくしている注意スタイルが存在
するのではないかと考えられる。Garfi eld & Bennett 13)

は優秀なスポーツ選手の自伝やインタビュー，談話を
調べ，PPの感覚（feeling）として，「精神的にリラッ
クスした感覚」「身体的にリラックスした感覚」「概し
て肯定的な見通しを立て，自信がある楽観的な感覚」
「現在に集中している感覚」「高度にエネルギーを放出
する感覚」「異常なほどわかっているという感覚」「コ
ントロールしている感覚」「繭の中にいる感覚」の 8つ
をあげている。このうち「精神的にリラックスした感
覚」「現在に集中している感覚」「異常なほどわかって
いるという感覚」の 3つは，高いレベルの集中と特に
関係づけられ説明されている 13,14)。PPとは最高のパ
フォーマンスへとつながる潜在能力の発揮である 15)。
その PPを詳述するなかで集中や注意の重要性が強調
されるということは，PP時の心理状態は効果的な注意
能力によって支えられていると考えられ，BET，BIT，
NARとの正の関連が予測された。

目的

本研究では，バドミントン競技がもとめる注意スタ
イルの特徴を明らかにすることを目的として，TAISの
注意尺度と，シングルス・ダブルス志向，前衛・後衛
志向および PP時の心理状態との関連について検討を
行った。

2.　方　　法

調査対象と調査時期

NT大学バドミントン部に所属する 1年生から 4年
生の競技者 93名（男子 55名，女子 38名，平均年齢は

19.9歳，範囲：18–23歳，SD=1.52）を調査対象とし
た。また，データ分析（相関係数の算出）の段階で，
対象となる項目に欠損がある場合は，欠損値をもつ者
を除外した。
調査時期は 2011年 10月から 2012年 4月であった。

調査方法

教室を使用し，練習時間の前に集団で実施した。当
日練習に不参加だった者には，後日個別に回答を依頼
した。なお，調査対象者には，事前に研究の目的とデー
タの取り扱いについて説明し，調査協力の同意を得て
実施した。

調査内容

①注意スタイル：加藤・細川 3)により作成された TAIS
日本版『注意・対人スタイル診断テスト』から，注意
尺度 6尺度（45項目）を用いた注 1)。回答は「いつもそ
うだ」「かなりそうだ」「ときどきそうだ」「かなりちが
う」「まったくちがう」の 5段階であった。
②シングルス・ダブルス志向注 2)：シングルスに向いて
いる程度とダブルスに向いている程度をそれぞれ，「非
常にそう思う」「まあそう思う」「どちらともいえない」
「あまりそう思わない」「まったくそう思わない」の 5
段階で自己評定させた（表 2を参照）。
③前衛・後衛志向注 3)：コート内の前あるいは後ろへの
志向に関する 8つの項目を，共同研究者による 2回の
議論を経て用意した（表 2を参照）。過去 1年間のダブ
ルスの経験（試合や練習）を振りかえり，「はい」「どち
らかというとはい」「どちらともいえない」「どちらか
というといいえ」「いいえ」の 5段階で自己評定させた。
④ PP時の心理状態：加賀ら 16)の作成した 61項目から
なる質問紙を用いた。なお，加賀らの質問紙では，回
答形式が 11段階であったが，本研究では「とてもよく
当てはまる」「どちらかというと当てはまる」「どちら
ともいえない」「どちらかというと当てはまらない」
「まったく当てはまらない」の 5段階とした。分析にあ
たっては，加賀らが抽出した 10因子を用いた（表 6を
参照）。
データ解析には，統計ソフト PASW Statistics 18を
使用した。

3.　結　　果

シングルス・ダブルス志向と前衛・後衛志向との関係

シングルス・ダブルス志向注 4)と前衛・後衛志向 8項
目との間で，ピアソンの積率相関係数を算出したとこ
ろ，男子と女子で結果に違いがみられた（表 2）。有意
な相関が認められたのは女子においてのみであり，シ
ングルス志向は「5．前に入るのは嫌ではない」との間
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に有意な負の相関がみられた。自らをシングルスに向
いていると評価する者ほど，前に入るのは嫌だとする
方向の回答傾向のあることが示された。一方ダブルス
志向は，「1．どんどん前に入っていくほうだ」「3．前
の方が気が楽だ」「7．どちらかというと後ろより前の
方が向いている」との間に有意な正の相関がみられ，
「4．後ろの方が気が楽だ」「8．どちらかというと前よ
り後ろの方が向いている」との間に有意な負の相関が
認められた。ダブルスに向いていると自己評価する者
ほど，前に入っていくことが多く，後ろよりも前の方
が楽であり，後ろよりも前の方が向いていると自らを
評価する傾向のあることが示された。

シングルス・ダブルス志向と注意スタイルとの関係

シングルス・ダブルス志向と TAISの注意尺度 6尺
度との間で，ピアソンの積率相関係数を算出したとこ
ろ（表 3，表 4），男子では有意な相関がみられなかっ
たのに対し，女子ではダブルス志向と NARの間に有
意な正の相関が認められた。ダブルスに向いていると
自己評価する者は，有効に注意を狭くすることができ
ると考えていることを示している。
和田ら 17)は TAIS注意尺度の因子的妥当性を検討す
るなかで，注意尺度 6尺度を 1次因子とみなした 2次
因子分析を行っている。その結果，全般的な注意運用
能力に関する 2つの因子を抽出し，OET，OIT，RED
が高い負荷量を示す因子を「注意の制御の悪さ」，BET，
BIT，NARが高い負荷量を示す因子を「注意操作の自
己効力感」と命名した。本研究において同様の方法に
よる因子分析（主因子法とプロマックス回転）行った

ところ，和田らと類似した 2因子が得られた（表 5）。
そこで，因子分析で得られた因子得点と 2つの因子に
対応する下位尺度の合計点を用いて，シングルス・ダ
ブルス志向との間でピアソンの積率相関係数の算出を
試みた（表 3，表 4）。その結果，女子において，ダブ
ルス志向と「注意操作の自己効力感」因子および効果
的な注意因子（BET+BIT+NAR）との間に有意な正の
相関が認められた。女子におけるダブルス志向は，全
般的な注意運用能力の点で効果的な注意スタイルと関
連のあることが示された。

前衛・後衛志向と注意スタイルとの関係

前衛・後衛志向の 8項目と TAISの注意尺度 6尺度
との間で，男女別にピアソンの積率相関係数を算出し
た（表 3，表 4）。その結果，男子と女子で関連に違い
がみられた。男子では，「3．前の方が気が楽だ」と
NARの間で有意な正の相関が認められた。前の方が気
が楽とする者は，有効に注意を狭くすることができる
と考えていることが示された。また，「5．前に入るの
は嫌ではない」と OIT，「6．後ろで打つのが嫌い」と
BETの間に有意な負の相関が認められた。前に入るの
は嫌ではないとする者は，内的な情報によって混乱さ
せられないという方向の関連が示され，後ろで打つの
が嫌いとする者は，外からの多くの情報を有効に統合
することが得意ではないとする方向の関連が示され
た。注意尺度 6尺度との相関に加え，因子分析で得ら
れた因子得点や下位尺度の合計点を用いて，前衛・後
衛志向との間でピアソンの積率相関係数の算出した
（表 3，表 4）。その結果，「5．前に入るのは嫌ではな

表 2 シングルス・ダブルス志向と前衛 ･後衛志向の質問項目および相関

* p<.05, ** p<.01. a) n=51, b) n=37
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い」と「注意の制御の悪さ」因子および効果的でない
注意因子（OET+OIT+RED）との有意な負の相関が認
められ，前に入るのは嫌ではないとする前衛志向は，
全般的な注意運用能力の点で効果的でない注意スタイ
ルと負の関連のあることが示された。
一方，女子では「5．前に入るのは嫌ではない」「7．
どちらかというと後ろより前の方が向いている」と
BITとの有意な正の相関，「4．後ろの方が気が楽だ」と
BITとの有意な負の相関が認められ，いずれも BITと
の関連が示された。前に入るのは嫌でなく，前の方が
向いているとする者は，内的な情報を有効に統合でき
ると自らを評価しており，後ろの方が気が楽とする者
は，内的な情報を有効に統合するのが得意ではないと
いう，3項目とも同じ方向の関連であった。さらに，因
子分析で得られた因子得点や下位尺度の合計点を用い
て，前衛・後衛志向との間でピアソンの積率相関係数
の算出したところ（表 3，表 4），「7．どちらかという
と後ろより前の方が向いている」と「注意操作の自己効
力感」因子との有意な正の相関が認められ，前の方が
向いているという前衛志向は，全般的な注意運用能力
の点で効果的な注意スタイルと正の関連が示された。

PP時の心理状態と注意スタイルとの関係
PPの 10因子と TAISの注意尺度 6尺度との間で，男
女別にピアソンの積率相関係数を算出したところ，明
らかに異なったパターンの関連が示された（表 6，
表 7）。そこで，これまでと同様に注意尺度の因子分析
で得られた因子得点と下位尺度の合計点を用いて，男
女別に PPとのピアソンの積率相関係数を算出した
（表 6，表 7）。
男子では「コクーンを伴った能力の充実感」と BIT，

NARとの有意な正の相関が認められた。「コクーンを
伴った能力の充実感」とは，守られているという感覚
を伴った，一種の超越的な充実感と自己の能力対する
信頼感との融合を意味する 16)。PP時にこのような感覚
を経験する者ほど，内的な情報を有効に統合でき，有
効に注意を狭くできることを示している。また，「自信

を伴ったリラクセーション」と「無意識的運動制御感」
は BITとの有意な正の相関が認められた。前者は身体
的，精神的なリラクセーションならびに自信・余裕を
もった状態を意味し，後者は無意識的に身体運動が制
御できている状態を指している。従って，このような
状態を経験する者ほど，内的な情報を有効に統合でき
ることを示している。さらに，「明鏡止水の認知」は
NARとの有意な正の相関が認められた。試合場面にお
ける状況認識の敏感さや読み，予測の鋭さを報告する
者は，効果的に注意を狭くできることを示している。
このように男子における PP時の心理状態は，効果的
な注意能力との正の関連が示された。それは因子得点
や下位尺度合計点との関連においても確認でき，前述
した PPの 4つの因子は「注意操作の自己効力感」因
子および効果的な注意因子（BET+BIT+NAR）との有
意な正の相関が認められた。ただし，「勝利追求感」は
効果的とされる BITとの間に有意な負の相関，さらに
「注意操作の自己効力感」因子との有意な負の相関が認
められ，PPの他の心理状態と関連の異なることが示さ
れた。この他，「プレイの喜び」は効果的とされるNAR
と有意な正の相関が認められた。試合場面への一体感
と積極的な感情の強い者は，注意を有効に狭くできる
ことを示している。
これに対し女子では，「コクーンを伴った能力の充実
感」「自信を伴ったリラクセーション」「コンセントレー
ション」および「プレイの喜び」と効果的でないとさ
れる OET，OIT，REDとの有意な正の相関がみられた。
PP時に能力の充実感やリラクセーション，コンセント
レーション，およびプレイの喜びを経験している者は，
日常場面において外部や内部の刺激に対してオーバー
ロードを経験し，重要でない情報への焦点化の多いこ
とが示された。また，「明鏡止水の認知」は OIT，RED
との有意な正の相関がみられた。さらに「無念夢想の
境地」「自分自身への集中と激励」は OETと有意な正
の相関が認められ，男子とは異なったパターンが示さ
れた。それは因子得点や下位尺度合計点との関連に
おいても表われており，PPの 5つの因子は「注意の
制御の悪さ」因子および効果的でない注意因子
（OET+OIT+RED）と有意な正の相関が認められた。

4.　考　　察

本研究では，日常生活における注意スタイルを取上
げ，シングルス・ダブルス志向，前衛・後衛志向およ
び PP時の経験との関連について検討を行った。その
結果，男子と女子で異なった関連がみられた。

シングルス・ダブルス志向と前衛・後衛志向との関係

注意スタイルに関する検討の前に，シングルス・ダ

表 5 注意尺度の因子分析結果（n=88）
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ブルス志向と前衛・後衛志向との関係を検討したとこ
ろ，女子において有意な関連がみられた。シングルス
志向では「5．前に入るのは嫌ではない」との負の関連
が示され，自らをシングルスに向いていると評価する
者は，前に入ることへの感情的な受け入れ難さのある
ことがうかがわれた。一方ダブルス志向では，「1．ど
んどん前に入っていくほうだ」などとの正の関連，「4．
後ろの方が気が楽だ」などとの負の関連が示され，ダ
ブルスに向いていると自己評価する者ほど，前寄りの
活動への志向の強いことが示された。これらのことは，
ダブルスを行う際に，シングルス・ダブルス志向がコー
ト領域でいえば前または後で行われる活動への好みと
関係していることを示唆している。

シングルス・ダブルス志向と注意スタイルとの関係

シングルス・ダブルス志向と注意スタイルとの関係
では，女子において，ダブルス志向と有効に注意を狭
くできる NARとの正の関連が示された。ダブルス種
目では取り扱う情報を限られたものとし自らの役割に
徹することを求められることも少なくない。そうした
特徴にもとづく関連と推測される。また，和田ら 17)の
研究にもとづき，注意尺度 6尺度の因子分析で得られ
た因子得点と和田らの 2つの因子に対応する下位尺度
の合計点を用いて，シングルス・ダブルス志向との間
でピアソンの積率相関係数の算出を試みた。その結
果，女子のダブルス志向において，全般的な注意運用
能力の点で効果的な注意スタイルとの正の関連が示さ
れた。ダブルスに向いていると自己評価する者は，注
意操作の自己効力感をもって日常生活を送っている可
能性がある。

前衛・後衛志向と注意スタイルとの関係

前衛・後衛志向と注意スタイルとの関係では，男子
において「3．前の方が気が楽だ」と有効に注意を狭く
できる NARとの正の関連，「5．前に入るのは嫌では
ない」と内部刺激によるオーバーロードを意味する
OITとの負の関連，および「6．後ろで打つのが嫌い」
と外からの多くの刺激を有効に統合できる BETとの
負の関連が認められた。また，注意尺度 6尺度の因子
分析で得られた因子得点や下位尺度の合計点を用い
て，前衛・後衛志向との関連を検討したところ，「5．
前に入るのは嫌ではない」とする前衛志向は，全般的
な注意運用能力の点で効果的でない注意スタイルと負
の関連が示された。前に入るのは嫌ではないと自らを
評価する者は，注意の制御の悪さを経験することが少
ないと推測される。 こうした関連は前衛志向にもとめ
られる注意スタイルを示唆していると考えられ，限ら
れた情報を有効に使用することと関係しているように

思われる。コートの前に入るためには，その 1つの方
法として，シャトルをネット（白帯）より低い位置，
できれば相手コートの床面近くに落としながら前に進
むことが必要となる。そのためには一般に「読み」と
総称される一連の情報処理と意図を実施に移す相当の
勇気が求められる。また前に入る際にはパートナーの
ことは気にせず，もっぱら対戦相手に注意を払いつつ
前に進むことになる。その結果として，シャトルを自
陣コート後方に上げさせ，パートナーにスマッシュを
打たせることが可能となる。このようなコートの前に
入るという行為の特徴が，有効に注意を狭くできる
（NAR尺度），内的な情報によって混乱させられない
（OIT尺度），外界からの多くの情報を統合することが
得意ではない（BET尺度）との関連を生じさせたと考
えられる。
一方，女子においては，「5．前に入るのは嫌ではな
い」「7．どちらかというと後ろより前の方が向いてい
る」と内的な情報を有効に統合できる BITとの正の関
連，「4．後ろの方が気が楽だ」と BITとの負の関連が
示された。また，因子分析で得られた因子得点や下位
尺度の合計点を用いて前衛・後衛志向との関連を検討
したところ，「7．どちらかというと後ろより前の方が
向いている」という前衛志向は全般的な注意運用能力
の点で効果的な注意スタイルと正の関連が示された。
前の方が向いていると評価する者は，日常生活のなか
で注意操作の自己効力感を経験している可能性があ
る。先に述べたように，前に入るには一連の情報処理
が求められる。それゆえ，前に入る者は状況をすばや
く分析し，内的な情報であるアイデアを用いてゲーム
メイクを担当することが多くなる。そうした特徴によ
る関連と推測される。競技種目はバドミントンとは異
なるが，田中 12)はテニスのオールラウンドプレイヤー
がベースラインプレイヤーと比較して BITの得点が高
かったことに関し，オールラウンドプレイヤーは自ら
「攻撃を仕掛ける」のに対しベースラインプレイヤーは
受け身的であり，そのために内的情報を統合する能力
に差がみられたのではないかと考察を行っている。本
研究でみられた前衛志向と BITとの正の関連について
も，同様に「攻撃を仕掛ける」際の情報処理プロセス
を仮定することで理解が可能と考えられる。ただし，
期待されたこの関連が示されたのは女子においてのみ
であった。
以上のように男女で異なった関連がみられたが，そ
のことで男子女子それぞれの特徴が示唆されたように
思われる。なかでも女子にみられた関連には注目すべ
きものがある。シングルス・ダブルス志向と前衛・後衛
志向との関係においては，ダブルスに向いていると自
己評価する者ほど，前衛志向の強いことが示された。
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また，シングルス・ダブルス志向と注意スタイルとの関
係では，ダブルス志向と有効に注意を狭くできるNAR
との正の関連などが示された。さらに，前衛・後衛志
向と注意スタイルとの関係では，前衛志向と BITとの
正の関連などが示され，女子におけるダブルス志向あ
るいは前衛志向の特徴が明らかとなった。男子でなく
女子においてこのような関連がみられたことに関して
は，解釈の一つとして，シャトルの速さや移動の速さ
に男女で少なから差があり，そのことがコートの広さ
や高さ対する感覚，ひいては意味づけに差異を生じさ
せ，男子より女子の方にダブルスないし前衛の専門家
を生みやすくしているのではないかと考えられる。

PP時の心理状態と注意スタイルとの関係
PP時の心理状態との関係では，男子において，予測
されたように効果的とされる注意能力との関連が示さ
れた。「コクーンを伴った能力の充実感」は BIT，NAR
との正の関連がみられ，「自信を伴ったリラクセーショ
ン」「明鏡止水の認知」および「無意識的運動制御感」
は，BITまたは NARとの正の関連が認められた。ま
た，これら PPの 4つの因子は「注意操作の自己効力
感」因子および効果的な注意因子との正の関連が認め
られた。こうしたことから PP時の 4つの心理状態に
関しては，効果的な注意スタイルによってその経験が
促進されていると推察される。しかし，「勝利追求感」
は BITとの負の関連，さらに「注意操作の自己効力感」
因子との負の関連が認められ，PPの他の心理状態と異
なる側面のあることが示唆された。勝つことへの強い
思いは，アイデアなどを統合するような幅広い内的な
情報処理を妨げる可能性がうかがわれる。これに対し
女子においては，予測されたような関連は示されな
かった。「コクーンを伴った能力の充実感」など PPの
4つの因子で OET，OIT，REDとの正の関連が認めら
れるなど，男子とは異なったパターンがみられた。PP
時の心理状態をより強く経験する者ほど，日常におい
て情報に混乱させられ，重要な情報を取りこぼしてい
ることを示しており大変興味深い。女子競技者の経験
の振れ幅の大きさ，あるいは不安定性を示唆している
と考えられる。自らのよい状態，あるいはよくない状
態に対し過敏に（または過剰に）反応したための関連
であるのかもしれない。逆に，PP時の心理状態を強く
報告しない者は，日常場面で情報に混乱させられてお
らず，重要な情報を取りこぼしていないことを示して
おり，そうした者は経験の振れ幅が小さく安定的とみ
ることもできよう。
ところで，PPに関係の深い構成概念に心理的競技能
力がある。「スポーツ選手が試合場面で必要な心理的能
力 18)」のことをいい，その測定を目的として心理的競

技能力診断検査（DIPCA）が開発されている。DIPCA
はその測定概念の特徴から，開発の過程で PPやメン
タル・タフネスに関する研究が参考にされた 19)。また，
DIPCAの下位尺度にはリラックス能力，集中力，自信
など，PPの因子と類似した命名が少なくない。DIPCA
が試合場面で必要な能力を測定しようとしているのに
対し，PPは試合場面で経験することができた心理状態
を取り扱っているためと考えられる。杉山 20)はDIPCA
と TAISを用いて，心理的競技能力と注意スタイルと
の関係について検討を行っている。その結果，DIPCA
の多くの下位尺度で BET，BIT，NARとの正の関連，
さらに OET，OIT，REDとの負の関連が見出された。
すなわち本研究でみられたような，OET，OIT，RED
との正の関連は心理的競技能力との間には認められて
いない。従って，PP時の心理状態は心理的競技能力
（心理的スキル）とは異なった性質を有する可能性があ
り，この 2つの構成概念は分けて考える必要があるよ
うに思われる。PPの経験が通常の競技レベルを超えて
いる点で特異であるための相違と考えられる。

注意尺度の因子得点および下位尺度の合計点について

本研究では，和田ら 17)の研究を参考に，試みとして
注意尺度の因子得点と下位尺度の合計点を算出し，シ
ングルス・ダブルス志向，前衛・後衛志向およびピー
クパフォーマンス時の経験との関連について検討を
行った。得られた値は関係を補足したり，関係の理解
を深めるための材料となった。例えば，女子のダブル
ス志向は，有効に注意を狭くできる NARとの正の関
連に加えて，「注意操作の自己効力感」因子および効果
的な注意因子との正の関連が示された。これによりダ
ブルス志向は NARという下位尺度との限られた関連
だけではなく，全般的な注意運用能力という大きな枠
組みとの関連が示唆されることになった。また，男子
の PP時の心理状態では，「コクーンを伴った能力の充
実感」をはじめとする 4つの因子で「注意操作の自己
効力感」因子および効果的な注意因子との正の関連が
示された。このことから，PP時の 4つの心理状態は，
注意スタイルの影響という点において共通している可
能性が推察された。このように，注意尺度の 6尺度に
加えて因子得点（または下位尺度の合計得点）を用い
ることは，関係を考察するうえで有益と考えられる。

今後の課題

日常場面だけでなく競技場面の注意スタイルを理解
することは，競技生活のより適切な支援につながると
期待される。従って，バドミントン版 TAISの作成を
行い，バドミントン場面の注意スタイルとシングルス・
ダブルス志向，前衛・後衛志向，および PP時の心理
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状態との関連を検討することが今後の課題となる。ま
た，女子においてではあったが，日ごろ効果的でない
注意スタイルに陥ることの多い者が PP時により強い
心理状態を経験していたとの関連が示された。しかし
ながら，そうした者が実際に PP時にどのような注意
スタイルを使用していたかについては不明である。
よって彼らの PP時の注意スタイルを，注意スタイル
の移行や変更，あるいは付加をも含めて追ってみる必
要がある。さらに，このような女子においてみられた
関連は，バドミントン競技に特徴的であるのか，ある
いは本研究の調査対象に特徴的であるのか，調査対象
の範囲を広げて調べてみる必要がある。

5.　要　　約

バドミントン競技がもとめる注意スタイルの特徴を
明らかにすることを目的として，バドミントン部の学
生を対象に，Nideff er 2)が作成した TAISとシングル
ス・ダブルス志向，前衛・後衛志向および PP時の心
理状態との関連について検討を行った。その結果，男
女で異なった関連がみられた。
1） 注意スタイルの検討の前に，シングルス・ダブル
ス志向と前衛・後衛志向の関連を検討した。その
結果，女子において，ダブルスに向いていると自
己評価する者ほど，前に入っていくことが多く，
後ろよりも前の方が楽であり，後ろよりも前の方
が向いていると自らを評価する傾向のあることが
示された。

2） 注意スタイルの検討おいても，男女に結果の相違
がみられた。シングルス・ダブルス志向では，女
子のダブルス志向において，有効に注意を狭くで
きる NARとの正の関連が示された。また，試み
として，注意尺度 6尺度の因子分析で得られた因
子得点や下位尺度の合計点を用いて，シングルス・
ダブルス志向との間でピアソンの積率相関係数の
算出したところ，女子のダブルス志向において効
果的な注意スタイルとの正の関連が示された。

3） 前衛・後衛志向と注意スタイルとの関係では，男
子において，前衛志向を示す項目と① NARとの
正の関連，②内部刺激によるオーバーロードを示
す OITとの負の関連，③外からの多くの刺激を有
効に統合できる BETとの負の関連が認められ，前
衛志向に特徴的と思われる注意スタイルが示唆さ
れた。一方，女子においては，①前衛志向と内的
な情報を有効に統合できる BITとの正の関連，②
後衛志向と BITとの負の関連と，いずれも BITと
の関連が示された。また，因子分析で得られた因
子得点や下位尺度の合計点を用いて，前衛・後衛
志向との関連を検討したところ，男子では前に入

るのは嫌ではないとする前衛志向と，効果的でな
い注意スタイルとの負の関連が示された。これに
対し女子では，前の方が向いているという前衛志
向と，効果的な注意スタイルとの正の関連が示さ
れた。

4） PP時の心理状態との関連では，男子において，予
測されたように「コクーンを伴った能力の充実感」
と効果的とされる BIT，NARとの正の関連が示さ
れた。また，「自信を伴ったリラクセーション」「無
意識的運動制御感」は BITとの正の関連が示され，
「明鏡止水の認知」は NARとの正の関連がみられ
た。「勝利追求感」は BITと負の関連，さらに「注
意操作の自己効力感」因子との負の関連が示され，
PPの他の因子とは異なった側面のあることが示
唆された。これに対し女子では，「コクーンを伴っ
た能力の充実感」「自信を伴ったリラクセーショ
ン」「コンセントレーション」「プレイの喜び」と
効果的でないとされる OET，OIT，REDとの正の
関連が示されるなど，女子競技者における PP時
の経験の不安定性が示唆された。因子分析で得ら
れた因子得点や下位尺度合計点との関連では，男
子において効果的な注意スタイルとの正の関連，
女子において効果的でない注意スタイルとの正の
関連がいくつもの因子で示され，男女それぞれに
下位尺度レベルにおける関連を確認するような関
係がみられた。

6.　注

注 1)  TAIS日本版『注意・対人スタイル診断テスト』に
含まれる 17尺度すべてを実施したが，本研究では
注意尺度のみをとりあつかった。

注 2)  調査対象となったバドミントン競技者は，全員が試
合や練習においてシングルスとダブルスの両方を
経験していた。

注 3)  ダブルスの際に前衛型であるか後衛型であるかの
分類を試みたが，調査対象者の多くで分類に困難を
伴った。

注 4)  男子のシングルス志向とダブルス志向の平均値は，
それぞれ 3.3（SD=1.2），3.2（SD=1.1）であった。女
子のシングルス志向とダブルス志向の平均値は，そ
れぞれ 3.2（SD=1.2），3.1（SD=1.1）であった。志
向の差を検討したところ，シングルス志向とダブル
ス志向の平均値の差は有意でなく（男子 t(50)=.34,
n.s.; 女子 t(36)=.24, n.s.），男女とも調査対象の志向
に偏りがないことが示された。
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